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Ｖ
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座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㊺回

▼
コ
ン
バ
ー
ト
Ｅ
Ｖ
が
琴
線

最
近
、
正
直
に
書
け
ば
、

10
月
11
日
、
新
し
い
出
会
い

が
あ
っ
た
。
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
で
の
Ｍ
氏
と
の
つ
な
が

り
か
ら
コ
ン
バ
ー
ト
Ｅ
Ｖ
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
村
沢
義

久
氏
に
惹
か
れ
た
。
同
氏

は
、
軽
井
沢
に
居
住
し
て
、

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
Ｅ

Ｖ
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
。

前
日
の
10
日
夕
方
、
今
か

ら
軽
井
沢
に
行
こ
う
と
、
配

偶
者
に
理
由
も
告
げ
ず
言
っ

た
。
「
い
い
よ
」
と
の
答

え
。
が
、
準
備
に
遅
く
な
っ

た
の
で
、
翌
朝
５
時
に
春
日

部
市
を
出
発
し
た
。
９
時
過

ぎ
に
軽
井
沢
に
着
い
た
。
休

憩
し
村
沢
氏
に
、
Ｍ
ｅ
ｓ
ｓ

ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
で
、
訪
問
の
申

し
込
み
を
し
た
。
Ｍ
氏
か
ら

も
依
頼
し
て
頂
い
た
。
す
る

と
、
午
前
11
時
ご
ろ
、
今
か

ら
拙
宅
に
来
て
下
さ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
充
電
設

備
も
見
た
い
の
で
、
む
し
ろ

伺
い
た
い
と
申
し
出
た
。
結

果
、
午
後
２
時
に
、
本
コ
ラ

ム
（
第
㊴
回
、
第
１
１
０
号
）

で
も
紹
介
し
た
軽
井
沢
書
店

の
ブ
ッ
ク
＆
カ
フ
ェ
で
、
ま

ず
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

２
時
に
村
沢
氏
は
、
件
の

ビ
ー
ト
ル
Ｅ
Ｖ
で
来
ら
れ

た
。
カ
フ
ェ
で
、
コ
ン
バ
ー

ト
Ｅ
Ｖ
や
環
境
、
そ
し
て
軽

井
沢
生
活
の
快
適
さ
な
ど
に

つ
い
て
、
色
々
意
見
交
換
し

た
。
ビ
ー
ト
ル
Ｅ
Ｖ
に
試
乗

さ
せ
て
下
さ
る
と
の
こ
と
。

充
電
設
備
の
見
学
の
た
め
村

沢
氏
の
自
宅
に
移
動
す
る
こ

と
に
し
た
。
筆
者
の
ク
ル
マ

は
、
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
。
ビ
ー
ト

ル
Ｅ
Ｖ
の
後
を
追
っ
て
、
南

軽
井
沢
の
発
地
の
別
荘
地
の

素
敵
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
家
に

着
い
た
。
筆
者
の
千
葉
の
外

房
海
岸
の
家
も
ロ
グ
ハ
ウ

ス
。共
通
す
る
何
か
が
あ
る
。

▼
ビ
ー
ト
ル
Ｅ
Ｖ

音
だ
け
で
走
行
す
る
。
村
沢

氏
は
、「
も
う
ガ
ソ
リ
ン
車

に
乗
る
気
は
な
い
」
と
自
著

に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

が
、
同
感
で
も
あ
る
。

実
は
、
筆
者
も
三
菱
自
動

車
の
Ｅ
Ｖ
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
所

有
し
、
千
葉
県
い
す
み
市
で

走
行
し
て
い
る
。
そ
の
前
、

日
産
の
リ
ー
フ
が
登
場
し
て

間
も
な
い
こ
ろ
に
は
、
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
、
い
す
み
市
か

ら
軽
井
沢
ま
で
往
復
し
た
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
で

は
Ｅ
Ｖ
レ
ン
タ
カ
ー
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
あ
り
、
本
島
で

走
行
体
験
し
た
こ
と
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
も

隠
れ
た
Ｅ
Ｖ
フ
ァ
ン
か
も
し

れ
な
い
。

▼
軽
井
沢
か
ら
発
信

試
乗
後
、
村
沢
氏
の
庭
で

軽
井
沢
ラ
イ
フ
や
、
太
陽
光

発
電
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
話
に

花
が
咲
い
た
。
村
沢
氏
は
、

現
在
12
カ
所
で
低
圧
太
陽
光

発
電
事
業
を
し
て
お
り
、
当

地
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
リ
モ

ー
ト
で
監
視
し
て
い
る
と
い

う
。
筆
者
は
、
追
尾
シ
ス
テ

ム
の
将
来
像
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

い
ま
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ン

ジ
ン
車
か
ら
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
車
、
そ
し
て
Ｅ
Ｖ
へ
の
転

換
期
に
あ
る
。
そ
れ
を
、
コ

ン
バ
ー
ト
Ｅ
Ｖ
と
し
て
誘
導

し
て
い
る
の
が
、
村
沢
氏
た

ち
Ｏ
Ｚ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
が
、
最
近
シ
ュ
ワ
ル

ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
が
メ
ル
セ

デ
ス
「
Ｇ
ク
ラ
ス
」
で
同
様

の
動
き
を
し
て
い
る
と
い

い
、
コ
ン
バ
ー
ト
Ｅ
Ｖ
の
人

気
が
高
ま
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

ー
。
13
年
か
ら
16
年
３
月
ま

で
立
命
館
大
学
大
学
院
客
員

教
授
。
合
同
会
社
Ｘ
パ
ワ
ー

代
表
。
現
在
の
活
動
の
中
心

は
太
陽
光
発
電
と
電
気
自
動

車
の
推
進
。

ア
エ
ン
ジ
ン
が
、
電
気
モ
ー

タ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
、
社
会
の
転

換
で
あ
る
。
Ｖ
Ｗ
ビ
ー
ト
ル

は
、〝
ビ
ン
テ
ー
ジ
カ
ー
〟

と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。「
コ

ン
バ
ー
ト
Ｅ
Ｖ
」
は
、
そ
う

し
た
新
機
軸
で
あ
る
。

村
沢
氏
の
コ
ン
バ
ー
ト
Ｅ

Ｖ
と
の
関
わ
り
は
、
東
京
大

学
に
在
職
中
か
ら
で
あ
る
と

い
う
。
電
気
自
動
車
は
エ
ン

ジ
ン
と
い
う
複
雑
な
部
品
が

不
要
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う

に
巨
大
メ
ー
カ
ー
で
は
な

く
、
小
規
模
な
部
品
メ
ー
カ

ー
の
連
携
で
Ｅ
Ｖ
が
製
造
・

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

予
測
し
、
８
年
前
に
Ｏ
Ｚ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
社
長

：

古
川
治
氏
）
と
連
系
し
て
改

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
れ
ま
で
は
注
文
生

産
が
中
心
だ
っ
た
が
、
今
年

か
ら
ビ
ー
ト
ル
Ｅ
Ｖ
の
量
産

を
開
始
。
そ
の
１
号
車
が
、

村
沢
氏
の
愛
車
だ
。
車
体
は

１
９
７
７
年
製
で
、
４
速
の

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
が
搭
載

さ
れ
て
い
た
が
、
定
格
出
力

38
㌗
（
最
大
出
力
１
０
０

㌗
）
の
電
気
モ
ー
タ
を
後
部

ボ
ン
ネ
ッ
ト
内
に
取
り
付
け

た
。
コ
ン
バ
ー
ト
Ｅ
Ｖ
に
は

Ｒ
Ｒ
が
適
し
て
い
る
と
い
う
。

充
電
は
、
自
宅
電
源
で
で

き
る
よ
う
に
１
０
０
㌾
仕
様

と
し
て
お
り
、
後
部
ボ
ン
ネ

ッ
ト
に
プ
ラ
グ
が
差
し
込
ま

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

は
、
国
民
車
と
い
う
意
味

で
、
そ
の
名
の
よ
う
に
世

界
各
国
に
普
及
し
て
い

る
。
独
特
の
形
は
、
当
時

の
安
定
感
と
信
頼
性
が
あ

っ
た
。
筆
者
は
、
エ
ン
ジ

ン
よ
り
も
車
体
が
長
持
ち

す
る
の
で
、
ス
ペ
ア
エ
ン

ジ
ン
が
あ
る
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。

村
沢
氏
の
場
合
、
ス
ペ

れ
る
。
容
量
が
12
㌗
時
だ
そ

う
で
、
フ
ル
充
電
に
は
15
時

間
を
要
す
る
が
、
近
郊
で
の

走
行
に
利
用
し
て
い
る
の

で
、
こ
ま
め
に
充
電
す
る
と

い
う
。
１
回
の
充
電
に
よ
る

最
長
走
行
距
離
は
１
０
０
㌔

㍍
だ
が
、
往
復
40
～
50
㌔
㍍

の
佐
久
や
小
諸
あ
た
り
ま
で

の
ド
ラ
イ
ブ
に
限
っ
て
い
る

と
い
う
。

▼
ビ
ー
ト
ル
Ｅ
Ｖ
に
試
乗

村
沢
氏
の
運
転
で
助
手
席

に
乗
せ
て
頂
き
、
自
宅
か
ら

走
行
感
覚
を
体
験
し
た
。
Ｅ

Ｖ
は
低
速
で
も
加
速
が
い

い
。
ま
た
、
下
り
坂
で
は
、

回
生
ブ
レ
ー
キ
が
働
き
、
充

電
さ
れ
る
。
こ
の
ビ
ー
ト
ル

Ｅ
Ｖ
で
は
、
運
転
席
の
前
面

に
充
放
電
パ
ネ
ル
が
あ
り
、

カ
レ
ン
ト
情
報
を
モ
ニ
タ
ー

で
き
る
。
充
電
の
場
合
は
、

電
流
値
が
マ
イ
ナ
ス
の
数
値

と
し
て
表
示
さ
れ
る
。

２
㌔
㍍
ほ
ど
走
り
、
今
度

は
筆
者
が
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
運
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
運
転
席
に
あ
る
ト
グ

ル
・
ス
ウ
イ
ッ
チ
で
前
進
・

後
退
を
切
り
替
え
て
、
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
で
走
行
す

る
。
シ
フ
ト
の
切
り
替
え
も

で
き
る
が
、
２
速
と
３
速
の

選
択
で
十
分
で
あ
る
。
ガ
ソ

リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
ビ
ー
ト
ル

で
は
独
特
の
エ
ン
ジ
ン
音
が

あ
る
が
、
Ｅ
Ｖ
で
は
タ
イ
ヤ

村
沢
義
久
氏

：

東
京
大
学

工
学
修
士
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
。
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
日
本
代

表
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク

ス
証
券
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
（
Ｍ
＆
Ａ
担
当
）
な
ど
を

歴
任
の
後
、
２
０
０
５
年
か

ら
10
年
ま
で
東
大
特
任
教

授
。
10
年
か
ら
13
年
ま
で
同

大
学
総
長
室
ア
ド
バ
イ
ザ

HDサーモⅡ/CPの外観（提供：中部電力）

写真1：ビートルEVと村沢義久氏

写真2：電気モータと充電プラグ

写真3：車内の充放電モニター

◆第7回ふくしま・再生可能エネルギ
ー産業フェア（REIFふくしま2018）
会期：2018年11月7日（水）～ 8日（木）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：ビッグパレットふくしま（福島
県郡山市南二丁目52番地）▷入場料：
無料（事前登録＜9月18日よりHPで受
付開始＞／当日窓口登録）▷主催：
福島県・公益財団法人福島県産業振
興センター /問合せ先：024-959-
1961（公益財団法人福島県産業振興
センター エネルギー・エージェン
シーふくしま）

◆社会インフラテック
会期：2018年12月6日（木）～ 8日（土）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト 東ホール（東
京都江東区有明3-10-1）▷入場料：
無料（登録制）▷主催：インフラメン
テナンス国民会議／日本経済新聞社
/問合せ先：0120-261-122

●新エネルギー O&M協議会セミナー
【東京開催】会期：2018年10月30日
（火）▷開催時間：14：30 ～ 17：00
（開場14：15 ～）▷会場：三井住友

海上火災保険株式会社 駿河台新館
（東京都千代田区神田駿河台3-11-1）
▷参加費：無料（登録制）▷参加資格
者：太陽光発電施工・販売店▷主
催：一般社団法人新エネルギー O&M
協議会/参加フォーム：https://
goo.gl/forms/CS4uS6kU2npSiLz82

◆第33回燃料電池セミナー「グリーン
水素時代に向けた燃料電池の取り組
み 」
会期：2018年11月8日（木）▷開催時
間：10：00 ～ 16：30（受 付9：30
～）▷会場：中央大学 駿河台記念
館 281号室（東京都千代田区神田駿
河台3-11-5）▷参加費：FCDIC 会員
1万1,000円 ／ 都 内 中 小 企 業1万
1,000円／非会員2万1,000円 ＊全
て税込（要事前申込）▷主催：一般
社団法人燃料電池開発情報センタ
ー /問合せ先：03-6206-0231（事務
局）

●新エネルギー情報発信シンポジウム
2018 ／次世代自動車フォーラム2018

【新エネルギー情報発信シンポジウ
ム2018】会期：2018年11月9日（金）
▷開催時間：10：30 ～ 12：45（受
付10：00 ～）▷主催：愛知県／愛知
県新エネルギー産業協議会
【次世代自動車フォーラム2018】会

期：2018年11月9日（金）▷開催時間：
14：00 ～ 16：15（受付13：30 ～）▷
主催：愛知県▷両会に共通の会場：
ポートメッセなごや イベント館2
階ホール（名古屋市港区金城ふ頭2
丁目2番地）▷問合せ・申込先：愛
知県産業労働部産業科学技術課 新
エネルギー産業グループ052-954-
6350 https://www.pref.aichi.jp/
soshiki/san-kagi/messe2018.html

●JPEA・第35回太陽光発電シンポジウ
ム『日本の主力電源・太陽光発電、
2019年からの新たな時代へ』
会期：2018年11月14日（水）～ 15日（木）
▷開催時間：9：30 ～ 17：00▷会場：
ヒューリック浅草橋ビル2階（東京都
台東区浅草橋1-22-16）▷参加費：＜
JPEA会員＞2日券＝2万6,000円・1日
券＝1万5,000円／＜一般＞2日券＝2
万9,000円・1日 券 ＝1万8,000円　 ＊
情報交換会：2018年11月14日（水）17：
30 ～（会費5,000円・事前申込必要）▷
主催：一般社団法人太陽光発電協会

（JPEA）/問合せ先：シンポジウム事務
局03-5657-0813（JTBコミュニケーシ
ョンデザイン内）

●シンポジウム「再生可能エネルギーと
農業で真に豊かな社会を 子供達のため
に本当に残すべきもの」

会期：2018年11月22日（木）▷開催
時間：12：30 ～ 18：00▷会場：城
南信用金庫本店（東京都品川区西五
反田7-2-3）▷参加費：無料　＊事
前申込制▷問合せ・申込先：htt
ps://goo.gl/forms/vO7rhLRepVgxA
lFo1 

●次世代農業×エネルギー「ソーラーシ
ェアリング・セミナー in徳島」
会期：2018年11月26日（月）▷開催
時 間：13：00 ～ 17：00（開 場12：
30 ～）▷会場：JA会館徳島 1階「す
だちホール」（徳島県徳島市北佐古
一番町5番12）▷参加費：無料（事前
申込制）▷主催：一般社団法人新エ
ネルギー O&M協議会/問合せ先：03-
5809-3366（新エネルギー O&M協議会
内）

●一般社団法人水素エネルギー協会（HESS）
「第38回水素エネルギー協会大会」
会 期：2018年11月28日（水 ）・ 29日
（木）＊懇親会あり、28日のプログラ
ム終了後（要事前申込）▷会場：タワ
ーホール船堀 小ホール（東京都江戸
川区船堀4-1-1）▷参加費：＜HESS会
員・ 協 賛 会 員 ＞8,000円（学 生 ￥
2,000）／＜非会員＞1万5,000円（学生
3,000円）＊懇親会＝会員・非会員
5,000円（学生￥1,000）▷主催：一般

社団法人水素エネルギー協会（HESS）/
申込先：38hess＠hess.jp

●再生可能エネルギーシンポジウム「IoT
と電力改革で変わる経済と社会」
会期：2018年12月3日（月）▷開催時
間：14：00 ～ 16：30（開場13：30）▷
会場：浅草橋ヒューリックホール（東
京都台東区浅草橋1-22-16 ヒューリ
ック浅草橋ビル2階）▷参加費：無料

（事前申込制）▷主催：ネクストエナ
ジー・アンド・リソース株式会社/問
合せ・参加申込：https://www.nexte
nergy.jp/event/

●平成30年度 新エネルギー人材育成研修
会「新エネ基礎コース」
会期：2018年12月7日（金）▷開催時
間：9：50 ～ 17：00（受付開始9：30
～）▷会場：TKP新橋カンファレンス
センター カンファレンスルーム6B
（東京都港区新橋1-15-1　大手町建
物田村町ビル）▷参加費：＜一般＞1
万5,000円／＜賛助会員＞1万円（講
演資料代を含む）＊事前申込制▷主
催：一般財団法人新エネルギー財団
/問合せ先：03-6810-0361（新エネル
ギー財団 計画本部 企画調査部）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


